
シ

ラ

四

O

う
た
，も

の

で

あ

る

。

は

〈

さ

ん

す

げ

・は
〈
さ
ん
だ
い
げ
き
・は
〈
さ
ん
だ

一
雄
で
あ
っ
た
か
ら
、
陵
中

一
人
も
出
で
L
防
ぐ
も
の
一
日
附
を
以
て
下
さ
れ
た
。
そ
の
裂
は
、
凶
街
の
主
張

シ
ラ
ヤ
マ
ド
ウ
チ
ユ
ウ
テ
リ
ゲ
ノ
ヤ
セ
ウ
マ
白

一
て
〈
お
ん
だ
て
の
一
名
〉
・は
〈
さ
ん
ち
ど
り
・は
く
さ

一
が
な
か
っ
た
。
衆
徒
の
張
本
智
郡
・朗
克
明
・
法
滋
・
金
一

に
よ
れ
ば
、白
山
は
山
門
の
末
寺
で
な
い
と
い
ふ
が
、

山
道
中
栗
毛
痩
馬

二
加
。
軒
右
左
党
総
が
金
神
の
一
ん
と
り
か
ぶ
と
・は
〈
さ
ん
に
ん
じ
ん
・は
〈
さ
ん
は

一
峻
・製
凶
等
、乃
ち
多
撤
の
術
後
を
附
分
寺
に
集
め
、

一
大
衆
の
政
訴
に
よ
っ
て
、
己
む
を
得
ず
耐
即
日
を
加
す

自
宅
を
開
設
し
て
、
白
山
比
昨
榊
枇
に
自
復
し
た
有

一
た
ざ
ほ
・
は
〈
さ
ん
へ
う
た
ん
ぽ
〈
・は
〈
さ
ん
ふ
う

一
目
代
の
阪
に
去
っ
て
一
一尽
仰
に
在
る
上
は
、
こ
の
地
に

一
る
で
あ
ら
う
。
但
し
山
門
が
恋
に
白
山
を
宋
寺
で
あ

絞
を
‘
際
契
毛
の
粥
二
郎
兵
衛
・北
入
に
侵
し
て
郵
一
ろ
・は
〈
さ
ん
ぼ
う
ふ
う

・
は
〈
さ
ん
み
づ
ご
け

は

一
於
い
て
理
非
を
決
L
得
ぬ
か
ら
、
宜
し
く
事
情
を
本

一
る
と
鋭
L
、
前
刷
(
上
洛
を
以
て
威
厳
ず
る
非
も
犯
す

い
た
戯
作
で
、

一
笑
話
慌
に
狂
献
を
以
て
結
ん
で
あ
一
〈
さ
ん
も
ち
・は
〈
さ
ん
も
み
ぢ
〈
み
ね
か
へ
で
の
一

一
山
に
祇
へ
て
間
前

・
防
艇
の
断
邦
を
別
ふ
べ
き
で
あ

一べ
き
で
な
い
か
ら
、
台
儲
泌
仰
の
草
魁
市
防
防
・明

る
0
3中
政
郊
の
抑
制
が
あ
り
、
践
に
は
窓
h
k

亭
物
一
名
Y
は
〈
さ
ん
よ
も
ぎ
(
あ
さ
ぎ
り
さ
う
の
一
名
Y
一
る
と
愈
絡
し
、
寺
官
六
人
を
延
叫
同
等
に
仮
し
た
o
延

一
遊
関
二
人
を
お
し
て
阪
に
鞠
附
し
よ
う
と
い
ふ
に
あ

艇

と

あ

る

。

一

は

〈

さ

ん

を

み

な

へ

L
等
皆
そ
れ
で
あ
る
が
、
い
づ
一

隠
寺
の
徒
之
を
飽
い
て
、
こ
の
郁
若
し
白
山
本
宮
に

一
っ
た
。
し
か
し
白
山
を
山
門
の
末
寺
で
な
い
と
す
る

シ
ラ
ヤ
マ
エ
ジ
ユ
ウ
イ
ツ
シ
ヤ
白
山
廿
一
位

一
れ
も
白
山
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。

一
関
す
る
こ
と
な
ら
ば
、
政
へ
て
助
力
を
苔
ま
ぬ
が
、

一
は
凶
司
側
の
強
緋
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

附
悩
の
院
毘

古
来
白
山
七
枇
と
い
う
た
も
の
に
、
米
訟
を
加
へ
て

一

シ
ラ
ヤ
マ
ノ
シ
ン
ヨ
ド
ウ
ザ
白
山
の
神
輿
動
産

一
滴
泉
寺
は
彼
の
祉
の
末
寺
で
あ
る
か
ら
、
山
門
の
誠

一
は
、
座
主
の
命
に
よ
っ
て
一

山
三
院
に抽出
銭
せ
ら
れ

品川
一
一
位
と
す
る
こ
と
が
あ
る
o
大
永
七
年
の
託
宣
記
一
〈
一

u
s
l
元
の
助
箔
|
安
元
元
年
十
二
且
刑
九
司
主
際
一
断
す
べ
き
限
り
で
な
い
と
註
し
た
。

然
る
に
白
山
の

一
た
が
、
そ
の
夜
大
衆
は
大
総
堂
前
に
品
目
し
て
、
宜
し

の
怨
踏
に
之
を
総
せ
て
、
『
白
山
七
枇
，
次
第
、
上
七

一間一
一耐
を
加
到
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
師
一
一品
は
後
白
河
法

一
衆
徒
は
延
賂
寺
の
之
を
顧
み
ざ
る
を
不
抱
と
し
、
制

一
〈
本
末
力
を
協
世
、
例
制
の
成
を
祁
っ
て
朝
廷
に
郎

社
ハ白
山・
大
己
引
い
・別
山
・金創出
・中
宮
・佐
誕
・岩
税
、
一
回
目
の
溜
臣
蔵
原
商
光
入
道
の
子
で
あ
る
。
師
高
凶
務

一
興
を
叙
山
に
銀
上
げ
て
そ
の
主
張
を
強
行
せ
ん
と
し

一
ひ
、
以
て
初
志
を
民
徹
し
よ
う
と
決
し
た
か
ら
、
智

中
七
枇
H

白
山・
金
鎚
・
中
宮
・三
宮

佐印刷
・岩
本
・別

一
を
行
う
て
非
法
多
〈
、
岡山
に
酬明
門
枇
寺
の
庄
領
を
波

一
た
o

一
節
等
大
に
悦
び
、
三
且
十

一
日
山
を
下
っ
て
剛
耳
目
的制

宮
、
下
七
剤
"
白
山
・石
助
・荒
御
前
・制
附・
=一包
・戸

一
倒
し
た
か
ら
、
時
人
の
俗
泌
す
る
加
と
な
っ
た
。
同
一
〈
二
〉
佐
錨
枇
御
輿
の
地
駒
山
|
是
に
於
い
て
探
従
刺
入

一
裂
に
京
り
、
十
三
日
佐
出
酬
の
耐
則
一
を
略
じ
て
近
江
の

窓
会
二
戸
宮
カ
Y
火
御
子
宮
』
と
あ
り
、
低
訟
の
白
山
一
二
年
夏
即
応
そ
の
弟
附
純
を
関
代
と
し
て
下
凶
せ
し

一
は
佐
総
祉
の
融
制
(
を
班
臨
し
、
安
元
三
年
正
且
三
十

一
棚
上
に
浮
び
、
十
四
日
出
獄
山
に
上
っ
て
・
そ
の
容

問
答
に
も
、『
上
七
枇
は
木
地
、
中
七
枇
は
恨
跡
、
下

一
め
た
o
凶
街
の
在
る
開
聞
は
白
山
中
宮
の
子
腕
浦
泉
寺

一
日
そ
の
途
に
上
り
、
二
用
六
日
金
銅
宮
に
闘
を
馴
め

一
人
包
に
之
を
安
也
し
た
。

七
枇
は
枇
内
に
品
川
秘
を
然
。
た
り
。
』
と
も
犯
す
る
一
に
近
か
っ
た
が
、
一
日
目
代
の
舎
人
そ
の
浴
室
に
入

一
た
。
凶
っ
て
凶
街
の
留
守
所
は
、
九
日
指
忠
次

・

m
一
円
四
〉
日
吉
跡
烈
の
動
座

l
是
よ
り
山
門
は
腿
奏
献
を

が
、
比
叡
山
の
官
一

一
位
に
慌
し
た
も
の
で
、

一
向
限
一
っ
て
府
を
洗
う
た
。
寺
併
驚
い
て
之
を

制
止
し
た

一
次
忠
俊
を
使
者
と
し
、
際
政
を
治
っ
て
神
輿
動
座
を

一
一捧
げ
て
、
同
司
附
高
を
怖
に
雌

L

R
代
附
縦
を
殺

伐
な
協
が
な
い
。

一

が

、
合
人
は
こ
の
凶
中
は
凶
司
の
逃
止
す
る
加
で
あ

一
停
止
せ
ん
こ
と
を
製
求
し
た
が
衆
徒
は
直
に
之
を

一
獄
と
せ
ん
こ
と
を
悦
う
た
が
、
朝
廷
は
間
決
し
な
か

シ
ラ
ヤ
マ
ノ
カ
ン
ノ
ン
白
山
の
観

音

白

山
の
一
る
か
ら
、
何
人
も
目
代
に
背
〈
こ
と
を
柏
市
ぬ
と
主
張

一
拒
絶
L
、
十
日
金
銅
宮
か
ら
梨
律
に
、
十
一
日
菅
生

一
っ
た
。
然
る
に
三
且
サ
一
日
京
一
附
に
大
衆
の
終
に
禁

本
地
が
似
脅
で
あ
る
か
ら
、
白
山
出
昨
の
耐
を
か
く
一
し
て
之
に
従
は
な
か
っ
た
。
探
従
憤
激
し
、
乃
ち
忠

一
祉
に
、
十
二
日
越
前
細
呂
木
に
進
み
、
十
七
日
制
興

一
酬
を
同
さ
ん
と
す
る
統
音
が
行
は
れ
内
大
臣
平
涼

い
う
た
の
で
あ
る
。
紘
の
草
紙
に

『
吋
の
山
を
つ
く

一の
脚
を
折
り
賂
を
断
ち
、
下
郎
を
制
へ
て
門
外
に
迫

一
を
金
e
崎
の
脱
脅
堂
に
安
則
自
し
た
。
時
に
天
台
の
鹿

一
一般
は
拳
内
し
て
防
備
の
訟
を
訓
じ
た
制
で
あ
っ
た
か

ら
せ
給
ふ
。
自
山
の
税
青
ζ

れ
き
や
さ
世
給
ふ
な
と

一ひ
、
之
に
射
し
て
附
経
は
、
在
憾
の
者
を
集
め
て
滴

一
主
明
室崎町
正
は
、
院
宣
を
翠
じ
て
白
山
榊
削
(
の
上
治

一
ら
、
サ
入
日
に
は
部
経
を
前
後
に
疏
す
こ
と
に
定
め

い
の
る
も
物
ぐ
る
ほ
し
。』
と
あ

る

。

一

泉

寺

を

製

ひ

、
火
を
放
っ
て
之
を
焼
い
た
。
浦
市
市
寺

一
を
阻
止
せ
ん
と
し
、
十
九
日
岡田賀
に
於
い
て
寺
牒
を

一
て
、
大
衆
の
憤
怒
を
緩
和
せ
ん
と
し
た
。
玉
紫

"・


